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■ 要  旨 ■ 

カルシア改質土は、転炉系製鋼スラグを原料として成分管理と粒度調整を施した材料と浚渫工事で発生する浚

渫土を混合することで、浚渫土の物理的、化学的性質を改善した材料であり、強度発現、pH抑制等の特徴がある。  

カルシア改質土の強度発現する特性を活かし、約3万m3の海面埋立工事（Ⅰ期工事）を管中混合方式で施工し、

実施状況・配合設計方法・品質管理方法・地盤の強度発現状況等を報告した。その後実施した約 43 万 m3のⅡ期

工事では、施工効率の向上ともに新たな落下混合による施工方法を試みた。そして、管中混合方式と落下混合方

式の施工における発現強度、強度比、圧密沈下量等を測定し、落下混合方式では混練の進行とともに強度が増加

しバラつきが小さくなる等の特性を確認した。 
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図-3 工事概要図（落下混合） 
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図-8 管中混合の28日強度           図-9 落下混合の28日強度 
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